
枠配分方式について 

予算とは１年間に入ってくるお金と出ていくお金の見積りのことで、 

予算編成とは、その見積りを作ることだよ。予算を作るといっても、 

ルールがないと決められないよね。朝霞市でもルールを決めて予算を 

作っているけど、令和４年度予算編成からこれまでの方法を変更した 

から説明するよ。 

令和３年度までは「積み上げ方式」の予算編成をしていたけど、各課が要求するお金が

入ってくる予定のお金よりも大きくて、毎年大きな収支ギャップが発生していたんだ。決

まって入ってくるお金は限られているから、少ないお金でより良いサービスを提供するた

め、令和４年度からは、部に予算を割り当てて配ることで、各部がどの事業を実施するか

判断できるよう「枠配分方式」の予算編成をすることにしたよ。住民の皆さんと直接関わ

る機会の多い事業課が持っている情報をいっぱい使えることが最大のメリットだよ。 

 

【予算編成方式の比較】 

○積み上げ方式（令和３年度まで） 
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〇枠配分方式（令和４年度から） 
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※枠配分方式は、予算編成の事務の流れを変更するもので予算編成の目的や予算編成その

ものを変更するものではありません。 

予算は色々と考えて 

作られているんだね。 


